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本日の例会 （２月１７日 第３４回） 夜間移動例会               担当：親睦活動委員会

～西洋軒～        

千歳ロータリークラブ会報 
２０１１年２月１７日 

第３０号 （通算２０４２号） 

佐々木会長テーマ 

“心ひとつに” 

会 長 佐々木 金治郎   副会長 大西 信也   幹 事 佐藤 晴一 

会長エレクト 今村 靜男   会 計 酒井 宏  

第2510地区ガバナー 佐々木 正丞 第７グループ・ガバナー補佐 古川 大之  

～ ２月は世界理解月間 ～ 

２０１０年～２０１１年度 

第３３回（通算２１５２回）例会報告 
 

日時：２０１０年２月１０日１２：３０～１３：１０ 

場所：ＡＮＡクラウンプラザホテル千歳 

プログラム：通常例会 

担当：ロータリー情報委員会 

司会 ：ＳＡＡ・プログラム副委員長 宮本 伸司 

四つのテスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挨拶を述べる丹治会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米寿を記念してロータリー財団への 

寄付が行われました 

 

  

                                                               

 

 

 
 

千歳ロータリークラブホームページ http://www.chitose-rc.jp 

会長 佐々木 金治郎 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ会報・広報・雑誌・IC委員長  

      尾崎 伊智朗 

会長挨拶 

丹治秀一会員の米寿記念の財団への寄付 

幹事報告 

幹事 佐藤 晴一 
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本日のニコニコ集計 ４名 ２２，０００円 

ニコニコＢＯＸ 

出席率 

今 回：７５．０％（ ２月１０日＝４２／５６、実数） 

確 定：８５．７％（ １月２７日＝３９／５６、 

               うちメーキャップ ０名） 

スケジュール 

（２、３月のプログラム） 

１０日 （木） 通常例会 

   担当：ロータリー情報委員会 

１７日 （木） 夜間例会（西洋軒） 

   担当：親睦活動委員会 

２４日 （木） 通常例会（卓話 田口廣・ 

 第２５１０地区ＷＣＳ副委員長） 

担当：国際奉仕委員会 《理事会》  

６日 （日） ＩＭ （長沼） 

丹治 秀一 会員 

米寿のお祝いとして、国際ロータリー財団へ１０００

ドル寄贈させていただきます。 

 

梶原 勝 会員 

長い間お世話になりました。 

 

大澤 雅松 会員 

妻の名はミサというのですが、「みさちゃん」という

雪像を見つけ、思わず写真をとりました。 

 

菅原 正行 会員 

妻の誕生日にお花をいただいて、ありがとうございま

した。 

 

ロータリー情報・定款・細則委員 上井 昭一 
 

 私は１９８１年３月武石忠俊さん

のスポンサーにより、入会させてい

ただきました。この後の情報は、武

石パスト会長、佐藤パストガバナー

による卓話となっておりますので、

私からは３分間情報を簡略にスピー

チさせていただきます。基本的に

ロータリーに関する情報提供とあり

ますが、私は日ごろ感じている思い

のままにお話しさせていただきます。 

 近年における政治や経済情勢が不透明な状況など、

低迷する経済の反動が厳しく退会する会員が増えてい

るのではと思われます。国際ロータリー第２５１０地

区でも、上半期で５０名の会員が退会しております。

新入会員で３年以内に退会するメンバーが多いと聞き

ますが、それぞれの会員がロータリーの理念を忘れず

に、奉仕部門、ロータリーの綱領、職業奉仕、ロータ

リアンの職業宣言、四つのテストなどのロータリーの

理念を、入会３年未満の会員が学ぶために、３分間ス

ピーチ、卓話など出番を多く作り、ロータリーの理念

を伝えなければならないと思います。 

 ロータリーが毎週例会に強く出席を求めるのは、寄

付団体ではないからです。寄付団体であれば、月に１

回でも良いと思われます。必ず毎週１回の例会に出て

こいというのは何のためなのか。ロータリーは最初に

申し上げたように倫理運動であります。世のため人の

ために倫理を提唱していくためには、まずロータリア

ン自身の心を磨かなければ、倫理を高めなければ、世

の中に倫理を提唱することが出来ないのであります。

従って、例会に出席せよというのです。そして卓話を

聞き、良質な人生の接触を通じていろいろな事を教わ

る。そのような体験を積むことによって、はじめて

ロータリーが身についていく。知識だけでなく、そこ

に智恵が生まれてくるのであります。 

武石 忠俊 会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤 秀雄 会員 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリー情報 

「ロータリーを理解するために」 

会員卓話 


